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ロータリークラブ

御殿場 Rotary Weekly Report
ローロータリーリークイズロータリークイズ
★今週のロータリークイズ
　静岡第２分区のＩＭの開催日はいつ
　でしょうか。（ふるってご参加下さい）

★先週のロータリークイズの答え
　１月はロータリー理解推進月間です。
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※やむを得ず欠席される方は、
　午前10時までにご連絡下さい。

会員数 出席者数 暫定出席率計算に用いる
会員数

前々回の
確定出席率

62名 58名 50名 86.21％ 100.00％
●欠席者（８名）
　秋田　敬君・井上　元君・神谷高義君・望月　茂君
　大森清治君・生野　旭君・鈴木崇司君・山崎伊久雄君

１月11日の出席報告

★次回１月25日（1976回）の例会★

12:30点鐘 東山荘ロータリー理解推進
月間に因んで

vol.26今　週　の

●例　会　場／東山荘
●開 会 点 鐘／12：30
●ロータリーソング／それでこそロータリー
●内　　　容／クラブ協議会（第４回）
　　　　　　　全員

●会 員 慶 事

★会員誕生日

　１月22日  根上陽一君

★夫人誕生日

　１月20日  稲葉博之君 夫人 咲　子様

　１月20日  長田吉弘君 夫人 まゆみ様

12月28日のメーキャップ

　この頃、酒席の場合は、駿河小山駅から御殿場駅まで御殿場線を利用しています。

先日、御殿場駅の改札口を入った左側の壁に鉄道唱歌が掲載されているのが目につき

ました。

　鉄道唱歌は明治時代に作詞された鉄道の数え歌です。全５集、334番からなる歌詞で

編集されています。第１集東海道編は明治33年（1900年）に発表されたもので、「汽笛一

声新橋を」でおなじみですが、66番の歌詞があり、全文を読んだ人は少ないのではないでしょうか。作

詞は大和田建樹（けんき）氏で、曲はすべて２バージョンずつあるのですが、多梅稚（おおのうめわか）氏

と上眞行氏のものが一般的です。

　この歌詞の13番から15番には御殿場、小山にちなんだ歌詞が入っていて、古き良き時代の思い出の曲

であります。

　御殿場線は、明治22年（1889年）に旧東海道本線として国府津～静岡間が開通しました。その後、昭和

９年（1934年）丹那トンネルの開通により、国府津～熱海～沼津間が東海道本線になり、国府津～御殿場～

沼津間が御殿場線となり、さらに昭和62年（1987年）に国鉄が民営化され、ＪＲ東海と大きく様変わりし

ました。

　そして、環境汚染や交通渋滞等の問題を考える時に、改めて鉄道の交通機関としての重要性を感じま

した。御殿場線の増発の運動などいろいろありますが、もう少し御殿場線の本数が増え、利用しやすく

なると良いと思います。

12月15日　裾　野　芹澤正明君

12月19日　小田原城北　橋本喜市君

12月20日　長　泉　小早川豊一君

12月22日　裾　野　勝間田太住君

12月22日　裾　野　嶋田泉太郎君

12月25日　山中湖　小野寛幸君

12月27日　長　泉　神谷高義君

１月５日　沼　津　大森清治君

１月５日　裾　野　斎藤　衛君

１月５日　裾　野　鈴木栄一君



○例会日/木曜日
○例会場・事務局/YMCA東山荘
　静岡県御殿場市東山1052
　電話/0550－83－1133　FAX/0550－83－1138
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

○会　　　長/土屋　闊正

○幹　　　事/勝又　博文

○会報委員長/斉藤　礼志ロータリークラブ
御殿場

幹事報告 Ｎｏ.27　勝又博文君

★来信関係
１.ガバナーエレクト事務所より次年度会長・幹事名簿作成に関する依頼あり。
２.国際ロータリー事務局より2005～2006年度年次報告が送付される。
３.国際ロータリー日本事務局より半期報告書式が送付される。
４.国際ロータリー第2620地区ガバナー事務所よりガバナー月信掲載写真が
　 返却される。
５.日本ロータリーゴルフ大会実行委員会より「親善ゴルフ大会開催」のお知
　 らせ、 並びに申込書が送付される。
　 開催日時　2007年３月12日(月)　琉球ゴルフ倶楽部
６.前事務局員　新野さんよりクラブ宛に年賀状が届く。
★その他
１.下半期会費等の集金を1月11日より行ないますので、宜しくお願い申し上 
　 げます。

新会員卓話

勝又安彦君
　ロータリークラブのメンバーになり、

今まで同級生のお父さん、顔を知って

いるだけ、商売の関係などだけだった

方が、同じクラブの会員・先輩という

立場に変わり大変うれしく心強く感

じます。父親との親子メンバーについてですが、いくら一

会員で別々といえども、やはり息子の卓話は気恥ずかし

いのか本日はおりません。消防、ＪＣ、ロータリークラブ

と父親のたどってきた道を私もそのまま歩いてきました。

これからも後をたどるのかと思うと気が遠くなります。

　新聞を読むと金持ちになれる？ こういう話をご存じ

ですか。たまごっち・アミノサプリ・かっとばしなど、皆

商品開発のヒントは新聞記事からのものでした。新聞記

事はあくまでインフォメーションとしての情報で、決し

てインテリジェンスとしての情報ではありません。大切

なのは、自分の仕事に役立ちそうなキーワードをあらか

じめ自分の中に設定した上で情報に触れることです。新

聞はあくまできっかけで、その後足を踏み出すかどうか

が重要だと思います。

　新聞にまつわる言葉を一つご紹介します。アメリカの

銀行・投資家の専門家がこういっております。「弁護士の

ひとりが、毎朝真っ先にスポーツ欄を読めと教えてくれ

た。ほかのページに載っているのは人類の問題や失敗だ

が、そこに載っているのは、人類の挑戦と成功だから、と」。

本日はありがとうございました。

山内強嗣君
　以前ＪＣの時に一度お話をしたこ

とがあり、今回は２回目となります。皆

さんは私は太鼓しかやっていないと

お思いかもしれませんが、本業は富岳

会の方であります。

　富岳会の事業をご説明しますと、社会福祉事業として、

保育所（富岳保育園など）、知的障害児通園・授産・更生施

設（富岳学園、グループホーム、など）、指定介護老人福祉

施設（オレンジシャトー富岳など）を10ヶ所運営してお

ります。公益事業の部分では御殿場市と裾野市の地域包

括支援センターを、収益事業では富岳太鼓と富岳ビラ・

セルプ店舗をしております。

　社会情勢や国の財政の変化により、私どもの事業を取

り巻く環境が大きく変化し始めました。幼稚園保育園の

併合の問題、障害者自立支援法の問題等々、今これらの

変化に対応すべく５年間かけてシステムを変える努力を

しております。また今後は在宅介護医療の分野の事業も

視野に入れ考えていかなければと思います。

　富岳太鼓についてですが、国内国外合わせると年間

100回くらいの公演を行うことがあります。海外は外務省

の文化事業でアメリカ、カナダをはじめ遠くはハンガリー、

南アフリカ、カザフスタン等にも行きました。太鼓はも

ともとセラピーの一環で足腰を鍛えることが目的で始

めましたが今では収益事業の一つの柱になるまで広が

りました。おもしろい話もたくさんありますので、またの

機会にお話をさせて頂きたいと思います。

皆出席　田代博久君


